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ウ レ タ ン腹 腔 内 注 入 に よ る マ ウ ス の
実 験 的肺 腫 癌 の形 態 学 的研 究
第 4 第 経胎盤的ウレタン投与によるマウス肺の変化
京都大学結核研究所 外科 (主任 教授 長石 忠三)
だい どう しけ を



























第 2篇及び第 3篇で 述べたように, 本 腰 癌
は,光学顕微鏡的には気管支と関係のない末梢
肺胞領域から発生 していると考えられるにも拘
わらず,電子頗徽鏡的には,本腰癌 組 織 内 に








































胞の幼若な ものが生 じ, これか ら各種の形 に分
化 した腫癌細胞が形成 され るものと解す る七 ら
ば, ウレタ ン肺腺腫内隼種 ･々の形の腫癌細胞が
見 出され ることも説明出来 るわけである｡





マウスにウレタ ンを投与 した場合の所見 と比較
検討 した ｡
第 1章 実験材料及び方法





































































(註) M.Klein によれば, 生後6カ月目のマウスに於ける肺腺腫結節の数は,母マウスに対する最
終回目のウレタン注射より分娩までの期間 (injection-parturition interval) が1日以内の




































で円柱状であり, 核は通常 1個で, 円形乃至






























































肺胞領域の電顕像を模式図に描いた もの で あ
るO便宜上,妊娠中期の像 (図の左方)と,症
























































































































































































































































































































結論 している｡ 彼のいう肺胞 細胞とは, H.
Schulzの用語に拠った ものであり,著者等の



































的特徴を示 して好オスミウム小体を有 して お
り,又,他の一部の細胞は線毛を有 して気管支








































































































































mitochondria as sourseofthe surface-
activelunglining.Science,137:750(1962)
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- 80- 京大結研紀要 第12巻 第 1号
写真16 経胎盤的ウレタにン投与に
よって発生せ しめた肺腺腫結節の
-部. (20遇fi).好オスメウム小
体も線毛も持たぬ細胞,線毛を有
する細胞などがみられる.ミトコ
ン ドリアは,基質の電子密度が高
く均質にみえるものが多い.
写真17 経胎盤的ウレタン投与によ
って発生せ しめた肺腺腫結節の一
部. (14週仔).
単純な形の腫蕩細胞群.
写真18 経胎盤的ウレタン投与によ
って発生せ しめた肺腺腫経節の一
部. (14過仔).
好オスミウム小体を有する細胞が
みられる.
昭和38.9 - 81-
写真19 胎仔肺に於いて,好オスミ
ウム小体が細胞端に菅状構造を形
成し,それが発芽するように突旧
し,細胞質から放JHされつつある
像.
写真20 マウス肺において,よく発
達 した好オスミウム小体が,おび
ただしい数の鱗状片群となって肺
胞壁細胞より放出されている像･
細胞は半月状に残っている.
